
安
定
志
向
に
偏
っ
て
き
た
と
も

い
え
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

　

畑
か
ん
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
計
画
的
に
栽
培
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
近
年
の
農
業
は

契
約
栽
培
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
農
産
物
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
、
画
一
的
で
も
安
価

･

満
腹
を
求
め
る「
食
料
」か
ら
、

美
昧･

安
全･

旬
な
ど
の「
質
」

を
求
め
、
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

畑
か
ん
整
備
に
よ
り
、
畑
か

ん
水
を
活
用
し
た
太
陽
熱
土
壌

消
毒
（
※
１
）
に
よ
る
連
作
障

害
の
防
止
や
、
輪
作
を
行
う
こ

と
で
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
生
産
、
適
正
な
時
期
に
確

実
に
収
穫
し
て
納
品
で
き
ま

す
。

　

結
果
、
市
場
で
の
競
争
力
を

高
め
、
安
定
し
た
出
荷
が
可
能

と
な
り
、
年
間
を
通
し
て
安
定

的
な
高
収
入
が
見
込
め
ま
す
。

　

こ
う
し
た
直
接
的
効
果
と
作

業
の
効
率
化
に
よ
る
労
働
時
間

の
短
縮
な
ど
、
副
次
的
な
も
の

を
含
め
る
と
、
効
果
は
非
常
に

大
き
く
、
多
様
性
・
柔
軟
性
の

あ
る
農
業
経
営
の
確
立
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

課
題

　

事
業
に
よ
り
農
地
の
整
備
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
進

む
も
の
の
今
後
の
維
持
管
理

や
、
長
期
間
に
わ
た
る
事
業
年

数
に
起
因
す
る
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
・
担
い
手
不
足
と
い
っ

た
人
材
面
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
に
よ
る
周
辺
環
境
の
悪
化
や

農
地
の
集
積
、
収
穫
し
た
作
物

の
販
売
ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
の

課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

事
実
で
す
。

対
処

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
は
、
肝
付
町
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
事
は
必
至
で

す
。
人
口
流
出
な
ど
今
後
の
肝

付
町
の
農
業
そ
し
て
町
の
生
き

残
り
に
ど
う
対
処
す
べ
き
な
の

か
。

　

町
で
は
、
国
や
県
の
事
業
の

施
策
を
紹
介
活
用
す
る
こ
と
と

併
せ
、町
独
自
の
施
策
の
検
討
・

実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
の
衰
退
を
お
さ
え
る
一

つ
の
手
段
と
し
て
、
平
成
26
年

度
中
の
農
業
公
社
設
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
公
社
で
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る
事
業
の
一
つ

に
は
、
畑
か
ん
の
水
を
使
い
野

菜
を
栽
培
、
し
か
も
そ
の
担
い

手
を
新
た
に
募
集
し
、
定
住
を

促
す
「
研
修
事
業
」
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
以
外
に
も
、

今
後
は
、
畑
か
ん
を
利
用
し
、

あくまで予定です。予算配分
状況などにより、通水時期が
遅れる可能性はあります。
また、所有の畑の通水時期が
知りたい方は、問い合わせ先
までお願いします。

通水スケジュール

地区名 通水時期 主な字 面積

第三肝付 Ｈ 28～Ｈ 30 後田 143ha

第四肝付 Ｈ 35～Ｈ 39 後田 70 ha

第五・六肝付 Ｈ 32～Ｈ 36 前田 176 ha

第七肝付 Ｈ 29～Ｈ 33 新富 102 ha

肝属中部 鹿屋市・肝付町 1,537 ha

整備の進むダム堤体工事

平成 26 年３月には、堤体完成予定
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